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明治前期の芸娼妓関係判決（補遺 5）（村上）
之輔宛届出写ニ依リ明瞭ナリ已ニ休業セシ事実ノ確実ナル以上ハ之レヨリ生スル
損害ノ額如何ヲ指定セサル可ラス曩ニ口頭審理中原告申立タル如ク原告カ一ケ月
稼高最多額ハ拾七円ニシテ其最寡額ハ拾弐円トスレハ之レカ平均数ヲ取ルモ一ケ
月拾四円五拾銭ノ額ニ至ル可シ果シテ然ラハ原告ニ於テ更ニ損害ナシトス可ラス
而シテ右ハ被告ノ暴行ニ依リ原告カ将来ニ得可キ利益ヲ失フタル者ナレハ被告ニ
於テ其損害相当ノ金額ヲ償フノ責アルハ理ノ当然ナリト判定ス
右説明ノ理由ナルニ依リ判決スル如左
被告ハ損害ノ償トシテ金弐拾円速カニ原告償却ス可シ
但シ訴訟入費ハ被告負担タル可シ
明治二十一年十一月十五日唐津治安裁判所民事公廷ニ於テ始審ノ裁判ヲ言渡ス
モノナリ
判事試補　　熊　田　小　六㊞
裁判所書記　中　村　規矩二㊞
（明治大学法学部教授）
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